



























関係を促進していく基礎、つまり市民レベルでの協力の基礎がある。そのような友好的な背景の中で、ベトナムでは日本語を勉強する人が増えており、さら 日本について調べたい、研究したい も る。ベトナムの高等教育における高度な人材育成 実現させるための日本語学習を普及させることを目的と て、近年の日本学研究の とこれからの課題について紹介していきたい。︻日本語学習者急増︼
日本語教育の歴史については、近年の三〇年間、つまりベ




で、国立、私立・民間であるかという違いは関係なく、日本語学校は増えている。一九九一年にホーチミン市人文社会科学大学において 日本の協力により最初の日本語クラスが開講された。そしてそ 三年後、日本語学科が設立され、二〇一五年に日本学部になっている。同時に、大学だけではなく、中学校や高 でも、二〇〇四年からモデル校において日本語教育がスタート た。さらに、この中 校、高校で日本語教育を実施する め 日本語教師を育 る必要があったので、二〇〇八年にはホーチミン市師範大学で日本語学科が設立され、それが今では日本語学部になっている。
その後、日本とベトナムの関係がますます発展してきた影
響で、日本語教育もさらに発展してきた。ハノイ、ホーチミン市といった大都市圏だけではなく、地方 までも日本語教育が波及しており、全国での日本語学習者が増え いる。本語は英語についで第二の外国語になっている 二〇一五年の︵独︶国際交流基金の調査によれば、ベトナムにおける日本語学習者数 六万四八六三人 、 〇一二年時の
四万六七六二人と比べると三八・七％増加しており、世界でも八番目の数となっている︻国際交流基金ホームページ
 日
本語教育国・地域別情報︼ 。中等教育︵中学、高校︶レベルでは、日本語は正規の第一外国語になっている。更に二〇一六年期﹁二〇二〇年期 家外国語プロジェクト﹂のもとで、小学三 生からの日本語教育導入が開始された。近年、最適な学習環境を作るため、日本 教育に新しい日本語教育のマスタープランカリキュラム、シャドーイング学習などを導入されている。
では、なぜ、ベトナム人の若者たちは日本語学習にそんな






















二〇一六年﹁近世期日越関係史﹂二〇一八年﹁越日関係四五 の成果 展望﹂二〇一九年﹁日越俳句交流会﹂二〇一九年﹁明治維新とベトナムドイモイ︵革新︶ ﹂︻日本語教育における日本研究の位置づけと今後のあり方︼
ビジネスに役立つ実利的な日本語教育が偏重される中、学














を教えるという﹁有益な﹂ ﹁実利﹂教育が支配的な現在の日本語教育形態の中で 術的な日本 充実するこ を願っている。国内外の発展状況の変化に直接的 影響を受けるベトナムにおいて、日本語教育・日本学は今後ど ように展開されているだろうか。また、日本経済 日本史、日越歴史関係などの研究が多 と感じるが、伝統的な価値がある古典文学に対して、一般市民がもっと親近感を持つようになって欲しいと願っている。︻まとめ︼
グローバル化の進展に伴い、日本学が世界に普及している
中、日本語学習者が急速 増え いるベトナムでの専門的な
日本言語教育・日本学の研究が更に探究・発展・飛躍されることを願っている。日本語を理解し、日本語の文献や日本に関する新たな教育・研究情報に接触することができ、研究を行うことのできる研究者が今後求められている。社会に出てから実際に役に立つことが重視され、 ﹁有益﹂で、 ﹁実利的﹂な教育が支配的な現在のベトナムの日本語教育において、利益追求でない、専門的な日本学の を充実化することが必要である。特に日本学に焦点して、日越比較研究を強化させ、学術交流を積極的 進めれば、 における日本研究者を育てることもできると考える。
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